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図 2014年に実施した植生指標検討のためのモニタリング調査区の位置
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図 2015年に実施する植生指標検討のためのモニタリング調査区の位置
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知床岬地区における植生指標による個体数調整事業の評価方法について

１．基本的な考え方

エゾシカによる植生への影響を評価する指標については、これまでのエゾシカ・陸上生

態系ワーキンググループにおいて議論されてきたが、知床岬における指標については 2013

年度までの結果を踏まえて、指標とする種を選定し、目安となる数値について整理してい

る。

２．使用する調査データ

知床岬では、草原での大型囲い区 3箇所、小型囲い区 16箇所、森林の大型囲い区 1箇所が

2003 年～2013 年の間に設定され、内部で植生調査が実施されている。また、2007 年に開始さ

れた個体数調整事業により、特に 2010 年以降エゾシカの個体数が減少している状況下で植生調

査が実施されている。

エゾシカの高採食圧を受ける前の植生については、エゾシカが急増した 1990 年代以前の調査

データ（舘脇 1966、佐藤・鮫島 1980）を用いた。

３．指標とする種の選定

指標とする植物は、以下のような基準で、植生タイプごとに選定する。

◆ 選好性が高く、減少しやすい種（消失型）

 森林 ユリ科（エンレイソウ属・ツクバネソウ属・オオアマドコロ）、ムカゴイラクサ

 高茎草原 エゾゼンテイカ、アキカラマツ、コガネギク、セリ科（エゾノヨロイグサ・エゾノシシ

ウド・オオカサモチ・エゾボウフウ）

 ササ草原・代償草原 アキカラマツ

 風衝草原 シャジクソウ、チシマセンプリ

◆ 選好性が比較的高く、大型の植物体で高採食圧の影響がでやすい種。高頻度で見られ回

復の効果も見やすい （嗜好大型）

 森林 チシマアザミ、サラシナショウマ、ヤマブキショウマ、クルマユリ

 高茎草原 シレトコトリカブト、クサフジ、ヒロハクサフジ、ヤマブキショウマ、イブキトラノオ

 ササ草原・代償草原 チシマアザミ、シレトコトリカブト、クサフジ

◆ 選好性はそれほど高くないが、高採食圧の影響で減少する優占種。群落で優占するため回

復の効果を見やすい （優占型）

 森林 ササ類、エゾイラクサ、マイヅルソウ、オオヨモギ

 高茎草原 オオヨモギ、アキタブキ

 ササ草原・代償草原 ササ類、イネ科牧草、オオヨモギ、エゾイラクサ

 風衝草原 ガンコウラン

◆ 選好性が低く、高採食圧下でもほとんど食べられない種。他の植物の減少に伴い急速に増

参考：2013 年度資料に追記
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加する。 （不嗜好種）

 森林 （採食圧の低下に伴う減少が現在のところ見られていない）

 高茎草原 エゾオオバコ、トウゲブキ、ハマムギ、カラフトイチゴツナギ

 ササ草原・代償草原 ハンゴンソウ、アメリカオニアザミ

 風衝草原 エゾオオバコ、ウシノケグサ

４．植生指標の整理案（回復過程の評価）

これまでの調査結果から、植生の回復は、1～3年程度、4～7 年程度、8～10 年程度の 3

段階別に評価することができる。植生別に、各段階で回復の評価として用いることができ

る指標を表-2 にまとめた。

以下では、植生別にデータによる各指標の推移の検証をまとめた。

表-2 知床岬における植生指標（植生別・段階別）

段
階

項目 指標
モニタリング
項目

代償植生草
原

ササ草原 高茎草本草原 風衝草原 広葉樹林

優占種の現存量
増加

現存量・被度・
植生高

イネ科草本の
高さ、草量

クマイザサ
高さ

植生高
（嗜好種合計被度）

（ガンコウラン
面積）

不嗜好性植物（反
応早）の衰退

アメリカオニア
ザミ

アメリカオニ
アザミ

（エゾオオバコ）

嗜好性植物（反応
早）の増加

個体数・被覆
面積･高さ

クサフジ
エゾイラクサ

シレトコトリカブト

クマイザサ
高さ

クサフジ
アキカラマツ

植生高
嗜好種合計被度

クサフジ
ヤマブキショウマ
エゾノコギリソウ
エゾノシシウド
アキカラマツ
イブキトラノオ

オオヨモギ
アキタブキ

ガンコウラン
シャジクソウ

チシマセンブリ

嗜好種合計被度
エンレイソウ類

サラシナショウマ
チシマアザミ

広葉樹合計被度
稚樹密度

広葉樹下枝被度

不嗜好性植物（反
応早）の衰退

個体数・被覆
面積

（ハンゴンソウ）
エゾオオバコ

カラフトイチゴツナギ

（トウゲブキ）

嗜好性植物（反応
遅）の増加

開花個体数・
被度%

エゾゼンテイカ
（オオヨモギ）

シャジクソウ
チシマセンブリ

嗜好種合計被度
マイヅルソウ

稚樹密度

不嗜好性植物（反
応遅）の衰退

開花個体数・
被度%

ハンゴンソウ？ トウゲブキ ウシノケグサ
ミミコウモリ・シラネ

ワラビの減少？

種組成・現存量の
安定

多様度･総現
存量･被度

安定的な更新

過去の目標植生
の回復

基本構成種の
合計被度

※「経過年」は囲い区でのモニタリングにおける植生回復の状況

植生として
の回復

11年～4

3
希少種等
の回復

8～10
年

4～7年
嗜好性植
物の回復

2

対象植生別の指標となる種・属性（種名のみは被度）

1
草原現存
量の増加

1～3年
（広葉樹下枝被

度）

（参考）
経過年
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（１） ササ草原および代償草原

ササ草原は、知床岬の草原の最も多くの面積を占める群落である。ササの種類は、クマ

イザサ、チシマザサ、シコタンザサが見られるが、現在はクマイザサがほとんど優占する。

エゾシカの採食圧によりチシマザサが大きく減少したほか、植生高の全体的な低下や、不

嗜好種の増加などが見られる。

代償草原はイネ科牧草類（ナガハグサ・オオスズメノカタビラなど）などが優占する二

次的な草原で、本来の自然植生ではないが、エゾシカの採餌対象となっており、採食圧の

影響を大きく受けている。生産量が高いため、その現存量の推移でエゾシカの採食圧を把

握することが期待でき、道路法面などにも見られることから他地域での応用も期待できる。

○ ササ群落のササの高さは、高影響下では 40cm 程度であったが、低下後 3 年程度で 60～80cm

程度に回復傾向が見られる。

○ ササ群落に混じる嗜好種クサフジ・アキカラマツは採食圧低下後 3 年後には 1～5％程度までの

回復傾向が見られ、6 年後には計 20～60％程度以上に回復する。

○ 不嗜好種アメリカオニアザミは採食圧低下後３年程度で消滅する

○ イネ科草本の代償草原は、採食圧低下後 1～３年で植生高 140m 程度、草量 300g/㎡程度への

回復が見られる。

○ 代償草原に混じる嗜好種クサフジ・エゾイラクサ・シレトコトリカブトなどは、採食圧低下３年後に

急に回復が見られ、その後も回復して 6 年後には計 70％に達しているが、クサフジの衰退などに

より大きく変動している。

○ ハンゴンソウなどの不嗜好種は採食圧低下３年後に 20％程度減少し、その後暫減している。

（２）
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（２） 高茎草本草原

高茎草本草原は、知床岬の草原を特徴付ける草原で、本来は広く分布していたとされる

が、現在は高採食圧の影響で群落自体が消滅し、代償草原やハンゴンソウヤトウゲブキな

どの群落に変化している。構成種は質的にも量的にもエゾシカが選好する種が多く、強い

影響を受けやすい。

○ 高茎草本草原の植生高は、囲い区では採食圧低下 3～5 年後に初期の 60～70cm から 100cm を

超えるまでに回復する。ただ、個体数調整下の対照区では植生高の明確な回復はほとんど見ら

れなかった。

○ 嗜好種の合計被度は、当初 10％程度だが、採食圧低下 3 年後には 20～30％まで回復し、6 年

後には 60％、10 年後には 80％に達する。ただ、過去の調査では 30％台のため、この状態は一

時的なもので種間競争などにより変化する可能性はある。種ごとの回復は、調査区によりばらつ

きが大きいが、セリ科植物やクサフジ、ヤマブキショウマなどが指標として評価しやすい。

○ 優占型の指標種では、オオヨモギが E3_Rc の囲い区で徐々に回復し、4～7 年後には優占する傾

向が明確になった。群落によっては回復が見られるのに 7 年以上かかる場合もある。

○ 不嗜好種では、エゾオオバコが採食圧低下 3～4 年後には減少し始め、5～7 年後にはほぼ消滅

した。トウゲブキやカラフトイチゴツナギは 3～4 年後に減少し始めている。

知床岬高茎草本群落の群落高の推移
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（３） 風衝草原

風衝草原は、海岸の風当たりが強い環境に成立し、高山性の植物が多く生育する。資源

量が小さく選好する種が少ないため、エゾシカの利用頻度は高いとは言えないが、優占種

であるガンコウランが大きく減少するようになってきている。

○ 出現種数は全体的に増加傾向にあるが、囲い区と対照区での差は見られなかった。

○ 優占種ガンコウラン、嗜好種チシマセンブリ・シャジクソウは回復傾向はあるが、5 段階優占度での

調査ではデータが安定せず、評価が難しい。被覆面積や開花個体数では比較的安定して回復傾

向が把握でき、囲い区の採食圧低下後 3～5 年で回復が見られ、その後大幅な増加が見られた。

一方個体数調整下の対照区では、明確な傾向が見られていないが、エゾシカの個体数が減少し

た 2010 年以降微増する傾向は見らている。

（４） 知床岬ガンコウラン群落のガンコウランの被度
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（４） 森林植生

知床岬の草原に接する森林には、エゾイタヤとミズナラが優占する海岸林、トドマツと

広葉樹が混交する針広混交林が見られる。林内は高採食圧下で、ブラウジングライン（高

さ 2ｍ以下）内は広葉樹の稚樹・下枝がほとんど失われ、林床植生もササ類が消滅して、シ

ラネワラビやミミコウモリなどの不嗜好植物が優占するようになっている。

○ 嗜好種の生育量はわずかだったが、合計被度は順調な増加傾向が見られた（2%程度）。個体数調

整下でも密度低下 3 年後となる 2013 年には明らかに確認数が増えている。

○ 優占型指標種ではマイヅルソウが囲い区・対照区とも回復傾向が見られた。

○ 広葉樹稚樹類の合計被度は順調な増加傾向が見られ（8%程度）、ササ類が消失しているため、被

度にその効果が現れやすくなっている。

○ 森林の天然更新を評価するための高さ 50cm 以上の稚樹は、囲い区では順調な増加傾向が見ら

れた。個体数調整下でも 2013 年には密度がわずかに上昇している。

○ ブラウジングライン内の下枝被度も、2011 年からの調査であるが、回復傾向が見られる。林縁で

の葉量調査でも回復傾向が見られた。

知床岬林内の嗜好種の合計被度
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